
説明会 ( 2 0 2 2 . 8 . 5 )



本日のテーマ

1. Value Report 2022に込めた想い

2. 積水ハウスのビジョン

3. コーポレートストーリーと新たなマテリアリティ

4. 価値創造ストーリー

5. 経営基盤としてのコーポレートガバナンス

6. ESG経営の実践
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開催の目的

財務・非財務情報を包括的に報告する「Value Report 2022」のポイント紹介

価値創造ストーリーとマテリアリティ、明確化したビジョンの解説

“ESG経営のリーディングカンパニー”を目指す推進体制と具体的取り組みの報告

企業価値向上に資するエンゲージメント機会の創出
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✓ 「コーポレートストーリー」し、改めてマテリアリティを選定

✓ 価値創造プロセスを見直し、お客様・社会・従業員の「幸せ」を提供する

過程を明文化

✓ ステークホルダーの皆様と対話したいという想いを込め「Value Report –

Our Engagemet」と命名

Value Report 2022のポイント

「コーポレートストーリー」を作成し、改めてマテリアリティを選定

価値創造プロセスを見直し、お客様・社会・従業員の「幸せ」を提供する

過程を明文化

ステークホルダーの皆様と対話したいという想いを込め「Value Report –

Our Engagement」と命名

３つのポイント
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ESG経営の実践

ESG経営推進の3要素：「全従業員参画」「先進的な取り組み」「社外評価向上」

P. 100
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ESG経営を実践する
活動の原点

「ESGベーシック」

ESGを「自分事」に
するために、
全従業員参画の

「ESG対話」を実施



ESG経営の実践

ＥＳＧ経営推進本部

⚫ 2020年6月設置

⚫ ESG経営の基本方針
の企画立案・推進

ＥＳＧ推進委員会

⚫ 年4回開催
取締役オブザーブ

⚫ 専門家社外委員2名

⚫ 議論後、重要議題は
取締役会へ上程

ＥＳＧ３部会

⚫ 目標・KPIを設定

⚫ 進捗確認・課題抽出

⚫ 社内各部門と連携

P. 98-99
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背景：これまでのレポートの変遷

2000
ECO WORKS

2005
Sustainability Report

2019
TCFD REPORT

2020
統合報告書

2021
Sustainability Report
（冊子版とweb版の統合）

2021
統合報告書

（TCFD REPORT組み入れ）

「ANNUAL REPORT」

2014 

わたしたちがたいせつにしていること
（サスレポ別冊として、2019まで発行）

・サステナビリティレポートの歴史は古く、
前身は2000年発行の「ECO WOERKS」

・2020年、第 23 回環境コミュニケーション大賞
環境報告部門「殿堂入り」企業に選定

（環境コミュニケーション大賞における優秀賞以上
表彰は 7 年連続 10 回目に）

業界初
1999「環境未来計画」発表
「環境憲章」「環境基本方針」「環境行動指針」
環境推進部設置

2020
3月「NEXT SEKISUIHOUSE」発表
6月 ESG経営推進本部設置
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編集方針

ESG経営のリーディングカンパニーに

⚫ 機関投資家・株主をはじめとする、
あらゆるステークホルダーの皆様に
向け

⚫ 本レポート１つで当社の事業・
財務・非財務の視点から企業価値を
語るという新たな試み

統合報告書
TCFD REPORT

サステナビリティレポート

価値創造ストーリー
・事業戦略
・財務情報

持続可能な企業
・ESG（非財務）情報
・サステナブルな取り組み
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TCFD REPORT



積水ハウスのビジョン P. 8
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コーポレートスト―リーと新たなマテリアリティ

事業活動そのものが企業価値の創出に直結

トップマネジメントを中心に議論・検討を重ね、新たなマテリアリティを選定

マテリアリティ特定のプロセス

P.13
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コーポレートストーリーが創出する提供価値とマテリアリティ P. 14
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その他ページのご紹介

社外からの視点で当社の強み・課題等を評価
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取締役会議長メッセージ P.68

社外取締役対談 P.83-86



創業から積み上げてきた積水ハウスのコーポレートストーリー

創業からの歩みを、30年毎のフェーズに分解
イノベーションと人財の2方向から、提供価値を明確化

P. 9
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30年毎のフェーズと提供価値

住宅性能の向上

人財・技術者の育成

安全・安心

Phase 1 1960－1990

先進的技術の開発

多様性の推進

快適性・環境配慮

Phase 2 1990－2020

高付加価値の提供

キャリアの自律

健康・つながり・学び

Phase 3 2020 -

P. 10-12

創意と挑戦のDNAを受け継ぎ「人生100年時代の幸せ」を担う

生涯住宅思想
直接販売・責任施工体制

総合住宅研究所
職種・階層別能力開発

訓練校創設

シーカス・エアキス
グリーンファーストゼロ
フレキシブルβシステム
女性活躍・障がい者雇用
人権尊重・働き方改革

ファミリースイート
SMART-ECS

ハード・ソフト・サービスの融合
次世代リーダーの創出
従業員エンゲージメント
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新たなマテリアリティの選定

2021年

P. 13

これまでの積み重ねが当社の存在価値であり、マテリアリティにつながる
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マテリアリティの背景にある積水ハウスの技術と思想 P. 15-22
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マテリアリティの取り組みに向けたテーマ・KPI

KPIはボトムアップ形式で検討・策定
役員報酬、社内表彰とも連動し、グループ全体のベクトルを合わせる

P. 17・19・22・88
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社長メッセージ

⚫第5次中計2年目の振り返り
幸せを追求するハードとソフトを融合し、
ベクトルを1つにして難局を乗り越える

⚫グローバルビジョンに対する想い・
中長期の方針・課題認識
積水ハウスのハードとソフトの強みを活かし、
グローバルビジョンの実現を目指す

⚫新マテリアリティの特定について
ステークホルダーと約束した、
持続可能な未来に向けた3つの新しいマテリアリティ

⚫今後の展望と積水ハウスグループの
企業価値向上について

P. 23-26

代表取締役 社長執行役員兼ＣＥＯ

仲井 嘉浩
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成長戦略事例 P. 27-29
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価値創造の仕組みと原動力 P. 31-40
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価値創造の仕組みと原動力

経営資源

P. 33-34

経営資源
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価値創造の仕組みと原動力

ビジネスモデル コアコンピタンス・バリューチェーン
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P. 35‐38



持続的成長への戦略と取り組み P. 42-45

財務資本戦略
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財務健全性を高める取り組みが奏功
積極的な不動産投資と中長期視点による成長基盤投資を推進



持続的成長への戦略と取り組み P. 46-47

環境戦略

「お客様の幸せな人生」の実現に向け、環境戦略と事業戦略を一体的に推進

◼ ZEHの推進 ◼ 「5本の樹」計画
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◼ ZEHの推進



持続的成長への戦略と取り組み P. 48-49

人財戦略

従業員の成長こそが積水ハウスグループの成長であり、
イノベーション＆コミュニケーションの企業風土をグループ全体に浸透させていく

◼ 人財戦略における4つの改革
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持続的成長への戦略と取り組み P. 50

技術開発戦略

お客様の「幸せ」を実現する、住まいの研究開発

◼ ハード・ソフト・サービスを融合させた技術開発

「ファミリースイート」「SMART-ECS」「PLATFORM HOUSE touch」等

◼ 「住」を基軸に、技術開発による新たな事業領域の拡大

社内外人財確保、アライアンスパートナーとの連携強化、
オープンイノベーションやM&A等による同業種・異業種との
交流・連携強化を推進

◼ 技術開発に伴う知的財産戦略

保有権数 特許権 意匠権

2021年度末時点 716件 343件

2022年度末目標 850件 400件
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持続的成長への戦略と取り組み P. 51-55

デジタル技術とDXの取り組み

「攻め」と「守り」の観点から、あらゆるステークホルダーに価値創出を目指す

1 住まい手の日々のデータを活用し、住まい手に応じたサービスを提供 2 ブロックチェーン技術による他社とのセキュアな情報共有

3 情報資産の一元管理 4 「お客様」軸のデータ活用 （CRM戦略）

5 デジタル技術やモバイル端末を活用したコミュニケーション 6 オンラインを活用した営業活動

7 情報セキュリティ対策の強化 8 国際事業におけるDX
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経営基盤としてのコーポレートガバナンス P. 68-91

ガバナンス改革は更に深化
社外取締役比率は50％、取締役会議長も社外取締役から選定
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経営基盤としてのコーポレートガバナンス ピックアップ P. 78
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執行役員制度改革



経営基盤としてのコーポレートガバナンス ピックアップ P. 79‐80
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役員報酬



ESG経営の実践セクションの編集方針・構成

✓ ISSBのESG情報開示に関する考え方を念頭に、ESGの取り組みを5つの項目に区分して報告：

― ガバナンス・戦略・リスクマネジメント・指標とターゲット・取り組み

✓ ESG座談会：具体的施策・方針・今後の課題を示す

✓ TCFD組み入れ

✓ 評価機関にも対応する詳細かつ幅広いテーマ

での情報開示

4つのポイント

P. 95-97

P. 94-171
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ESG経営の実践

• 脱炭素社会への貢献

• TCFD提言に沿った情報開示

• 生物多様性保全

• 資源循環

• 水

• サプライチェーン・マネジメント

• その他環境管理

• お客様への取り組み・技術開発・

新事業創出

• サプライチェーン・マネジメント

• 地域社会との共生

• 人財の育成・開発

• ダイバーシティ＆インクルージョ

ン

• 幸せ健康経営

• 人権の尊重

• 労働安全衛生

• サステナビリティガバナンス体制

の強化

• コンプライアンスの推進

• リスクマネジメントの強化

P. 102-127 P. 128-162 P. 163-171

は新たに開示した項目や、開示内容を大幅更新した項目等
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TCFD 今年度のポイント

全事業を対象に大規模なシナリオ分析・戦略の見直しを実施
主要なリスク・機会の財務インパクトと対応を開示

P. 109-110
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P. 108‐111



ファクトデータ P. 172‐207

ESG関連データを含む、財務・非財務データを詳細に開示
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